
件
が
反
対
・
異
論

98
市
教
育
委
員
会
は
「
鶴
、

岡
型
小
中
一
貫
教
育
基
本

計
画
（
案
」
の
パ
ブ
リ
ッ

）

ク
コ
メ
ン
ト
を
、
１
月
29

日
か
ら
２
月
９
日
ま
で
12

日
間
実
施
し
、
短
期
間
に

人
か
ら
１
０
２
件
が
提

29

出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
賛
同
す
る

意
見
は
４
件
で
、
反
対
や

異
論
が

件
と

％
を
占

98

96

め
ま
し
た
。

パ
ブ
コ
メ
の
意
見
を
受

け
、

日
の
市
教
委
３
月

21

定
例
会
議
で
は
「
鶴
岡
型

、

」

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

の
報
告
で
、
行
政
計
画
と

し
て
は
策
定
せ
ず
、
小
中

連
携
を
深
め
る
と
し
ま
し

た
（

。

左
文
書
）

撤
回
の
意
思
見
え
ず

パ
ブ
コ
メ
で
、
反
対
や

異
論
が
続
出
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
文
書
か
ら
撤
回。

す
る
意
思
は
見
え
ま
せ
ん

同
文
書
で
は
「
小
中
一

、

貫
校
の
整
備
が
行
わ
れ
る

場
合
に
は
、
法
令
に
基
づ

い
て
手
続
き
を
進
め
る
」

と
明
記
し
て
い
ま
す
。

３
月

日
締
め
切
り
の

29

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行

わ
れ
「
藤
島
地
域
教
育
振

、

興
会
議
」
の
提
言
「
す
べ

、

て
の
小
学
校
と
中
学
校
を

再
編
統
合
し
、
施
設
一
体

型
の
小
中
一
貫
校
（
義
務

教
育
学
校
）
整
備
」
に
賛

成
か
、
反
対
か
の
２
択
を

迫
っ
て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
の
「
可

否
」
や
、
地
域
へ
の
影
響

は
考
え
ず
、
わ
ず
か
１
週。

間
で
答
を
求
め
て
い
ま
す

振
興
会
議
で
「
可
否
」

の
協
議
は
無
し

藤
島
地
域
教
育
振
興
会

議
で
は
、
小
中
一
貫
教
育

の
「
可
否
」
は
協
議
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

令
和
７
年
度
か
ら
全
市

で
「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教

育
」
実
施
を
前
提
に
し
た

協
議
で
し
た
。

協
議
の
中
心
課
題
は
、

施
設
一
体
型
、

併
設

①

②

型
、

現
状
の
ま
ま
、
の

③

ど
れ
を
選
ぶ
か
で
し
た
。

市
教
委
か
ら
「
施
設
一

体
型
以
外
は
小
中
一
貫
教

育
の
効
果
が
薄
い
」
と
説

明
さ
れ
れ
ば
、

に
意
見

①

が
集
約
さ
れ
る
の
は
、
当

然
の
流
れ
で
し
た
。

方
向
性
あ
り
き
で
反

対
で
き
な
か
っ
た

２
月

日
の
渡
前
地
区

11

説
明
会
や
、
３
月
９
日
の

東
栄
地
区
で
は
、
教
育
振

興
会
議
の
結
論
に
意
見
が

続
出
し
ま
し
た
。

日
の
長
沼
地
区
説
明

23

、「

、

会
で
は

藤
島
に
小
学
校

中
学
校
の
名
称
の
施
設
は

」

、

無
く
な
る
の
か
の
質
問

日
の
藤
島
地
区
で
は
、

26「
振
興
会
議
の
委
員
は
、

方
向
性
あ
り
き
で
反
対
で

き
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い

た

「
小
中
学
校
が
一
つ

」、
に
な
る
よ
う
な
少
子
化
の

地
域
に
は
住
め
な
い
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

少
子
化
の
「
悪
循
環
」

避
け
る

鶴
岡
市
は
、
複
式
学
級

の
解
消
を
理
由
に
、
小
学→

校
の
学
校
統
廃
合
（
40

）

。

を
進
め
て
き
ま
し
た

26
そ
の
結
果
、
廃
校
と
な

っ
た
地
域
は
通
学
が
不
便

、

、

と
な
り
少
子
化
が
進
み

地
域
の
活
力
は
低
下
し
て

き
ま
し
た
。

、

少
子
化
と
学
校
統
廃
合

地
域
衰
退
、
さ
ら
な
る
少

子
化
の
「
悪
循
環
」
は
避。

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ク
ラ
ス
の
人
数
が
少
な

く
な
れ
ば
、
一
人
ひ
と
り

に
目
が
行
き
届
き
、
い
じ、

め
や
け
ん
か
も
な
く
な
り

学
力
の
向
上
が
図
ら
れ
る

こ
と
は
、
多
く
の
実
証
研

究
で
明
ら
か
で
す
。

学
校
統
廃
合
の
一
貫
校

は
止
め
て
、
藤
島
中
学
校

の
早
期
改
築
に
全
力
を
あ

げ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
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（月２００円程度）
3月 30人 25,060円
2月 30人 40,470円

パ
ブ
コ
メ
で

「
小
中
一
貫
」
計
画
は
策
定
せ
ず

、

藤
島
で
２
択
迫
る
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

鶴
岡
市
教
育
委
員
会
の
「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教

育
基
本
計
画
（
案

」
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

）

で
反
対
や
異
論
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
行
政
計

画
と
し
て
は
策
定
し
な
い
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
く
ら
反
対
が
あ
っ
て
も
、
市
教
委

は
、
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
姿
勢
で
す
。

藤
島
地
域
で
は
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
第
２
弾

が
実
施
さ
れ
、
義
務
教
育
学
校
を
強
行
す
る
流
れ

は
止
ま
り
ま
せ
ん
。



幸
記
念
碑
」
で
あ
る
。

、

、

庄
内
一
円
に
も
清
川

藤
島
、
鶴
岡
、
押
切
、
酒

、

、

、

、

田
新
堀
余
目
廻
館

狩
川
に
建
立
す
る
が
、
す

左
写
真
：

べ
て
標
柱
的(

「
明
治
天
皇
横
山
御
小
休

)

で
、
年
代
も
大
正

所
」
碑

・
昭
和
が
多
い
。

そ
れ
に
比
し
、
建
立
年

３
月

日
に
開
か
れ
た

13

、

藤
島
地
域
振
興
懇
談
会
に

藤
島
地
域
振
興
計
画
案
が

示
さ
れ
、
そ
の
中
に
、
藤

島
地
域
の
人
口
予
測
の
デ。

ー
タ
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た

そ
の
デ
ー
タ
と
、
三
川

町
の
国
立
社
人
研
の
デ
ー

タ
を
比
較
し
て
み
ま
し
た

（

。

上
グ
ラ
フ
）

合
併
前
の
藤
島
町
は
約

１
万
２
０
０
０
人
で
、
三

川
町
の
約
８
０
０
０
人
の。

１
・
５
倍
の
人
口
で
し
た

、

平
成
大
合
併
の
影
響
で

約

年
後
の
２
０
４
５
年

20

。

に
は
人
口
が
逆
転
し
ま
す

小
中
一
貫
校
を
選
択
す

れ
ば
、
も
っ
と
早
く
逆
転

す
る
こ
と
が
必
至
で
す
。

藤
島
の
面
積

・
63

22
km2

は
、
三
川
町
の
面
積

・
33

の
約
２
倍
で
あ
り
な

22
km2

が
ら
、
人
口
逆
転
は
シ
ョ

ッ
ク
で
す
。

「
自
立
」
の
思
想
を
取

り
戻
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
再
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大洞寺(上町)
の記念碑

▲
毎
年
物
価
が
上
が
っ
て

暮
ら
し
が
容
易
で
な
い
状

況
な
の
で
、
年
金
の
収
入

額
を
令
和
に
な
っ
て
か
ら

、

。

の
分
並
べ
て
み
た
ん
だ

結
果
、
令
和
２
年
は
１
年

か
ら
４
２
４
７
円
増
え
て

い
た
が
、
３
年
は
２
年
と

同
額
で
、
４
年
は
３
年
よ

り
７
６
１
２
円
減
っ
て
い

た
ん
だ
よ
。
社
会
保
険
料

は
逆
に
２
万
９
０
０
円
増

え
て
い
た
。
ど
う
い
う
事

だ
っ
た
ん
だ
。

▲
５
年
は
と
い
う
と
２
万。

７
８
３
４
円
増
え
て
い
た

増
え
た
と
言
っ
て
も
年
額

な
ん
だ
か
ら
月
２
３
０
０

円
増
と
は
ど
ん
な
計
算
だ

っ
た
の
か
ネ
～
。
結
局
５

年
間
で
は
、
２
万
４
４
７

０
円
し
か
上
が
っ
て
な
か

っ
た
と
い
う
事
だ
。
だ
か

ら
物
価
高
が
気
に
な
る
わ

け
で
す
ヨ
。

▲
去
年
の
物
価
上
昇
を
政

府
発
表
は
、
３
・
２
％
。

こ
れ
を
マ
ク
ロ
ス
ラ
イ
ド

発
動
で
下
げ
て
２
・
７
％

引
き
上
げ
る
と
発
表
し
た

年
金
。
今
年
は
何
円
に
な

る
の
か
ナ
（
石
川
）

。

月
は
明
治

年(

１
８
８

18

５)

４
月
と
な
っ
て
お
り
、

篆
額
熾
仁
親
王(

勲
位
・
陸

て
ん
が
く

」

。

軍
大
将)

の
筆
跡
で
あ
る

更
に
碑
文
は
、
当
時
の

古
事
来
歴
が
漢
文
で
細
か

に
刻
ま
れ
て
い
る
唯
一
の

碑
で
あ
る
。

①

そ
の
主
な
内
容
は
、

巡
幸
の
従
者
と
し
て
の
付

き
人
、

経
路
と
御
宿
泊

②

御
休
所
と
月
日
、
③
天
皇

一
行
へ
の
閲
覧
・
供
覧
の

３
・

重
税
反
対

13
今
年
の
３
・

重
税
反

13

対
全
国
統
一
行
動
は
、
自

民
党
の
裏
金
疑
惑
の
怒
り

が
沸
騰
す
る
下
で
行
わ
れ

た
。
鶴
岡
の
行
動
は
、
勤

労
者
会
館
で
講
演
・
集
会

の
後
、
デ
モ
行
進
を
し
な

が
ら
集
団
申
告
に
税
務
署

と
市
役
所
に
向
か
っ
た
。

▲
俺
の
申
告
は
、
毎
年
申

告
書
に
名
前
が
入
っ
て
届

く
ん
だ
。
年
金
に
農
業
と

田
３
反
歩
を
委
託
し
た
収

入
、
即
ち
不
動
産
所
得
を

申
告
し
ろ
と
い
う
も
の
。

▲
農
業
と
言
っ
て
も
、
畑

と
減
反
で
苗
代
を
畑
に
し

た
も
の
で
、
収
穫
物
は
自

家
用
だ
か
ら
毎
年
赤
字
申

告
な
ん
ダ
ワ
。
こ
れ
か
ら

生
命
保
険
と
医
療
費
を
控

除
す
れ
ば
、
引
か
れ
て
い

た
国
税
は
返
っ
て
く
る
と

い
う
事
。
皆
さ
ん
も
、
な

る
べ
く
申
告
し
て
税
金
を

少
な
く
し
た
ほ
う
が
い
い

で
す
。
特
に
国
税
は
、
軍

事
費
に
な
っ
て
い
る
か
も

知
れ
な
い
か
ら
サ
。

ま
ず
、
今
回
調
査
以
前

の
『
駐
鑾
之
碑
』
調
査
研

ち
ゆ
う
ら
ん

究
の
到
達
点
は
『
藤
島
町

、

の
石
造
文
化
財
（
町
教
育

』

委
員
会
：
１
９
９
５
（
平

成
７
）
年
発
行
）
に
尽
き

る
の
で
引
用
す
る
。

「
特
記
す
べ
き
は
藤
島

町
の
旧
郡
役
所
に
建
立
さ

れ
て
い
る
「
明
治
天
皇
巡

東
田
川
史
跡
物
語

調
査
・
研
究
か
ら
『
藤
島
町
の
石
造
文

青
山

崇

化
』
を
読
む

催
物(

猿
楽
等
賜
金)

、
賜

金
の
金
額
、
受
賜
者
と
そ

の
事
由
、

主
な
奉
迎
者

④

と
奉
迎
状
況
、

明
治

年
９
月(

１
８
８

14

１
年)

が
彷
彿
と
浮
ぶ
貴
重

な
碑
文
で
あ
る
。

ま
た
、
巡
幸
の
折
、
ご

昼
食
の
一
切
の
賄
い
を
し写

た
と
い
う
記
念
碑(

左

)

が
、
大
洞
寺(

上
町)

真の
木
陰
に
静
か
に
立
っ
て

い
る
」。

藤
島
地
域
の
人
口
予
測

年
後
に
三
川
町
と
逆
転

20

「明治天皇御小休所」碑
（三川町横山）

藤
島
小
学
校
の
ス
ク

ー
ル
バ
ス
冬
季
乗
車

の
要
望
が
実
現

市
教
育
委
員
会
の
３
月、

定
例
会
議
が

日
開
か
れ

21

「
鶴
岡
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
管
理
に
関
す
る
規

則
」
の
一
部
改
正
が
提
案

、

。

さ
れ

可
決
さ
れ
ま
し
た

別
表
第
２
号
の
表
「
冬

季
の
項
」
中

「
藤
島
小
学

、

校

「
古
郡
、
下
中
野
目
、

」
野
田
目
、
越
後
京
田
、
藤

」

。

岡

が
加
え
ら
れ
ま
し
た

藤
島
地
区
町
内
会
長
会、

か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ

少
子
化
で
空
き
座
席
が
あ

り
、
夏
季
の
熱
中
症
対
策

も
鑑
み
、
実
現
と
な
り
ま

し
た
。
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